特定疾患医療費（静岡県単独）の請求について（償還払い請求）

[image: image1.emf]支給認定された橋本病、突発性難聴に係る医療費で、有効期間内に受給者証の提示ができず支払った医療費の中で負担上限月額を超える分（超えない場合でも医療保険の負担割合が３割の方は１割分）については、「特定疾患医療費（静岡県単独）証明書」を添付した「特定疾患医療費（静岡県単独）請求書」で県に請求することにより、払い戻しを受けることができます。
○請求方法
同封の請求書および証明書、負担上限月額管理票のコピー（該当する場合のみ）を御提出ください。
	提出書類
	・特定疾患医療費（静岡県単独）請求書

	
	・特定疾患医療費（静岡県単独）証明書

受療した医療機関毎に必要となりますので、受療した医療機関に渡し、記載してもらってください。
月単位での請求（計算）となりますので、同一月の受療分はすべてまとめて御提出ください。
（例：同一月に病院を２つと薬局を１つ受療していたとすると、請求書１枚に対して証明書を３枚出していただくことになります）

後から追加分が判明し請求する場合には、前回の請求に対して本県から
発送された口座振替通知書のコピーを添付してください。

	
	・負担上限月額管理票のコピー

上記医療費証明書に記載がある診療月で、他に管理票に記載した分がある
場合のみ、該当月分を提出してください。

	提出先
	同封の「各種お手続きの御案内」に記載されております「各種お手続きの窓口」までご持参ください。

（持参が難しい場合は、請求者の負担で、簡易書留等の配達されたことが証明できる方法でご郵送ください）

	一緒に御持参いただきたいもの
	受給者証、負担上限月額管理票、通帳等口座情報のわかるもの、印鑑


○記載方法

　　裏面の「記載例（患者さん向け）」を御覧ください。
○注意事項

　　・医療費証明書は医療機関毎に必要となりますので、足りなくなった場合はお手数ですがコピーして使用してください。
・訂正する場合は、二重線で抹消した上に請求印を押印してください（訂正用の小型の印や書体の違う印の使用、修正液等での訂正はできません）。
・内容には審査がありますので、医療費証明書に記載された金額が全て払い戻しされるわけでは
ありません（入院時の食事や薬局の薬代、訪問看護なども自己負担が発生します）。
・請求から振込みまでには３ヶ月程度かかります。




＜振込先口座について＞


口座は必ず請求者のものとし、通帳やキャッシュカード等を御確認の上、正確に記載してください。





＜内容の訂正＞


委任欄内の内容を訂正する場合は委任者の印、それ以外の部分を訂正する場合は必ず請求者の印を使用してください。


（小型の訂正用の印や書体の違う印、修正液を使用した訂正はできません。





・受療した医療機関が作成した「特定疾患医療費（静岡県単独）証明書」を必ず添付してください。


・同一月内で、証明書を記載した分と負担上限月額管理票に記載した分がある場合は、該当月の管理票のコピーも添付してください。


・審査がありますので、証明書に記載された金額が必ず全額払い戻されるわけではありません。





点線で囲まれた部分（３つの欄）について、記入漏れがないようにお願いいたします。


（ただし、真ん中にある委任の欄は、委任しない場合は不要です）


※突発性難聴で平成26年12月31日以前に申請した方は、請求方法が異なりますので


　御連絡ください。
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記載例（患者さん向け）





＜委任欄の記載＞


患者本人以外が請求する場合のみ、委任日、本人の住所・氏名の記入、押印をしてください。





委任日は、添付する医療費証明書の証明日と同じまたは後の日付としてください。





※突発性難聴で平成26年12月31日以前に申請された方は、請求方法が異なりますので、受給者証に記載された問い合わせ先まで御連絡ください。
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